
講　評２０１２年モノづくり部品大賞○超

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
一
ノ
瀬
　
昇
氏

省
エ
ネ
・
エ
コ
社
会
に
貢
献

電気・電子分野
　
電
気
・
電
子
分
野
は
時
代

の
要
請
に
応
え
て
省
資
源
技

術
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、

エ
コ
技
術
に
関
連
し
た
電
子

部
品
群
の
応
募
に
優
れ
た
も

の
が
多
か
っ
た
。

　
今
回
の
「

モ
ノ
づ
く
り

部
品
大
賞
」
に
は
東
芝
の

「
ｅ
ｃ
ｏ
チ
ッ
プ
」
が
輝
い

た
。
現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
、
地
球
温
暖
化
の
対
策
と

し
て
電
気
製
品
の
省
電
力
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
家
電

製
品
の
リ
モ
コ
ン
待
機
時
な

ど
、
未
使
用
時
の
消
費
電
力

は
家
庭
内
消
費
電
力
の
６
％

に
も
及
ぶ
。
こ
の
待
機
電
力

の
内
訳
は
映
像
、
情
報
通

信
、
冷
暖
房
機
器
が
半
数
以

上
を
占
め
、
リ
モ
コ
ン
な
ど

の
信
号
待
ち
受
け
電
力
で
あ

る
。
東
芝
は
そ
の
点
に
目
を

向
け
、
家
電
製
品
の
リ
モ
コ

ン
待
機
電
力
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

極
小
化
す
る
ｅ
ｃ
ｏ
チ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
た
。
将

来
の
省
エ
ネ
社
会
に
貢
献
す

る
も
の
で
特
筆
に
値
す
る
。

　
電
気
・
電
子
部
品
賞
に
は

４
件
を
選
出
し
た
。
Ｔ
Ｄ
Ｋ

の
「
Ｉ
Ｃ
内
蔵
基
板
　
Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｕ
Ｂ
」
は
携
帯
機
器
の
小

型
化
、
薄
型
化
の
要
求
に
応

え
た
製
品
だ
。
Ｉ
Ｃ
ベ
ア
チ

ッ
プ
の
み
を

―
１
０
０

に
薄
加
工
し
て
基
板
内

に
埋
め
込
ん
だ
Ｉ
Ｃ
内
蔵
基

板
で
あ
る
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
内
蔵

基
板
上
に
受
動
部
品
を
実
装

す
る
こ
と
で
、
超
小
型
か
つ

超
低
背
の
機
能
モ
ジ
ュ
ー
ル

が
可
能
と
な
っ
た
。
当
該
製

品
で
は
、
Ｉ
Ｃ
は
薄
加
工
し

て
も
機
能
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
に
着
目
し
、
こ
の
薄
加
工

Ｉ
Ｃ
の
み
を
基
板
内
に
内
蔵

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
板
厚

み
３
０
０

を
達
成
し
て

い
る
。

　
大
日
本
印
刷
の
「
小
型
・

高
信
頼
性
Ｌ
Ｇ
Ａ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
用
リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
」
は

廉
価
な
リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
を

用
い
て
、
最
も
小
型
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
が
ら
高
信
頼
性
の

半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
実
現

し
た
革
新
的
な
製
品
で
あ

る
。
従
来
製
品
と
比
べ
て
容

積
比
で

分
の
１
縮
小
、
面

積
比
で
２
分
の
１
縮
小
、
厚

さ
比
で
４
分
の
１
縮
小
と
小

型
、
薄
型
化
を
実
現
し
た
。

　
島
津
製
作
所
の
「
ロ
ー
ノ

イ
ズ
小
型
固
体
グ
リ
ー
ン
レ

ー
ザ
モ
ジ
ュ
ー
ル
　
Ｂ
Ｅ
Ａ

Ｍ
　
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
―
Ｌ
Ｎ
」
は

固
体
レ
ー
ザ
ー
の
マ
イ
ク
ロ

デ
バ
イ
ス
化
と
新
た
な
機
能

を
付
与
す
る
高
性
能
化
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
乾
電
池

駆
動
が
可
能
で
高
効
率
、
低

消
費
電
力
設
計
で
あ
る
。

　
ネ
ツ
シ
ン
の
「
細
管
型
標

準
白
金
抵
抗
温
度
計
　
Ｎ
Ｓ

Ｒ
―
Ｕ
２
３
０
」
は
、
従
来

製
品
が
保
護
管
に
石
英
ガ
ラ

ス
を
用
い
て
い
た
の
で
割
れ

る
な
ど
取
り
扱
い
に
苦
労
が

あ
っ
た
が
、
世
界
最
小
級
の

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
素
子
を
開
発

し
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
て

い
る
。
厳
し
い
温
度
管
理
が

要
求
さ
れ
る
半
導
体
産
業
や

宇
宙
航
空
産
業
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

中
部
大
学
教
授
・
総
合
工
学
研
究
所
長
稲
崎
　
一
郎
氏

技
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
評
価

機械分野
　
機
械
分
野
で
は
総
数

件

の
応
募
が
あ
っ
た
。
機
械
分

野
へ
の
応
募
製
品
が
他
分
野

で
の
受
賞
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、
各
分
野
で
の
評
価
対
象

が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
例

が
増
え
て
い
る
。

　
「
日
本
力

に
っ
ぽ
ん
ぶ

ら
ん
ど

賞
」
に
輝
い
た
ス

ズ
キ
プ
レ
シ
オ
ン
の
「
Ｃ
Ｎ

Ｃ
自
動
旋
盤
用
４
倍
速
ス
ピ

ン
ド
ル

Ｉ
Ｂ
ス
ピ
ン
ド

ル

」
は
、
遊
星
歯
車
機
構

に
よ
っ
て
小
型
回
転
軸
の
回

転
数
を
４
倍
に
増
速
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
も
の
で
、

回
転
振
れ
を
３

以
下
と

し
、
温
度
上
昇
も

度
Ｃ
ま

で
に
抑
え
て
い
る
。
同
社
の

精
密
機
械
加
工
技
術
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
、
技

術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
評
価
し

た
。

　
例
年
通
り
工
具
の
応
募
が

今
回
も
多
か
っ
た
。
日
立
ツ

ー
ル
の
「
エ
ポ
ッ
ク
Ｓ
Ｕ
Ｓ

シ
リ
ー
ズ
」
は
、
切
れ
刃
逃

げ
面
形
状
と
外
周
刃
形
状
を

改
良
し
て
工
具
寿
命
の
延
長

と
切
り
く
ず
の
排
出
性
能
を

向
上
さ
せ
た
も
の
で
、
現
場

か
ら
の
評
価
も
高
い
。
日
進

工
具
の
「
硬
脆
材
加
工
用
ス

ク
エ
ア
エ
ン
ド
ミ
ル
　
Ｄ
Ｃ

Ｍ
Ｓ
」
は
、
切
れ
刃
枚
数
を

増
加
さ
せ
て
個
々
の
切
れ
刃

に
作
用
す
る
切
削
力
を
低
減

さ
せ
て
切
削
性
能
を
高
め

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア

は
必
ず
し
も
新
規
な
も
の
で

は
な
い
が
、
そ
の
効
果
を
発

揮
す
る
た
め
の
細
部
の
工
夫

に
よ
っ
て
着
実
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え

て
、
Ｏ
Ｓ
Ｇ
の
「
高
硬
度
鋼

用
超
硬
ド
リ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

を
奨
励
賞
と
し
た
。

　
大
阪
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
の

「
Ｅ
―
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
四
角
溶
接

ナ
ッ
ト
タ
イ
プ
Ｍ
４

Ｍ

」
は
、
鉄
板
に
溶
接
し
て

使
用
す
る
緩
み
止
め
ナ
ッ
ト

で
あ
る
。
溶
接
ナ
ッ
ト
上
面

に
緩
み
止
め
用
の
板
バ
ネ
を

取
り
付
け
た
新
た
な
方
式
を

採
用
し
、
生
産
能
率
の
向
上

を
可
能
と
し
た
。
フ
ジ
キ
ン

の
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
Ｉ
Ｇ
Ｓ
」

は
、
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
の

構
成
要
素
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
計
生

産
効
率
を
従
来
の
２
倍
以
上

に
向
上
し
た
も
の
で
、
国
内

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
ガ
ス
供

給
シ
ス
テ
ム
と
し
て
採
用
が

決
定
し
て
い
る
。

　
三
友
製
作
所
の
「
卓
上
プ

ラ
ズ
マ
エ
ッ
チ
ン
グ
装
置
」

は
、
吸
引
プ
ラ
ズ
マ
と
い
う

独
自
の
方
法
に
よ
っ
て
、
以

前
か
ら
の
問
題
点
で
あ
る
試

料
残
渣
に
よ
る
汚
染
と
発
熱

ざ
ん
さ

を
抑
制
し
た
独
創
性
の
高
い

も
の
で
あ
る
。
マ
グ
ネ
ス
ケ

ー
ル
の
「
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ジ

　
Ｄ
Ｋ
８
０
０
Ｓ
」
は
、
独

自
の
４
条
ボ
ー
ル
ス
プ
ラ
イ

ン
ベ
ア
リ
ン
グ
の
採
用
に
よ

り
大
幅
な
耐
久
性
向
上
に
成

功
し
て
い
る
。

　
ソ
デ
ィ
ッ
ク
と
ソ
デ
ィ
ッ

ク
Ｆ．

Ｔ
の
「
ワ
イ
ヤ
放
電

加
工
機
高
速
ワ
イ
ヤ
電
極
　

は
や
ぶ
さ
」
は
、
高
速
、
高

精
度
加
工
を
可
能
と
し
て
従

来
の
「
高
速
ワ
イ
ヤ
」
と

「
真
ち
ゅ
う
ワ
イ
ヤ
」
の
欠

点
を
解
消
し
た
も
の
で
、
価

格
の
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
大

き
い
。
不
二
越
の
「
パ
ワ
ー

フ
ィ
ッ
ト
」
は
、
圧
力
補
償

制
御
方
式
の
採
用
に
よ
り
油

圧
回
路
で
の
リ
リ
ー
フ
バ
ル

ブ
を
不
要
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
損
失
を
大
幅
に
低
減
し

た
。
消
費
電
力
を
著
し
く
低

減
し
た
三
木
プ
ー
リ
の
「
省

エ
ネ
無
励
磁
ブ
レ
ー
キ
　
Ｂ

Ｘ
Ｌ
―
Ｅ
Ｓ
モ
デ
ル
」
は
奨

励
賞
と
な
っ
た
。

芝
浦
工
業
大
学
名
誉
学
長
小
口
　
泰
平
氏

学
際
思
考
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

自動車分野
　
モ
ノ
づ
く
り
の
新
た
な
キ

ー
イ
シ
ュ
ー
ズ
の
展
開
が
始

ま
っ
た
。
超
モ
ノ
づ
く
り
に

ふ
さ
わ
し
い
部
品
へ
の
挑
戦

で
あ
り
、
部
品
が
シ
ス
テ
ム

そ
の
も
の
の
概
念
を
変
え
る

可
能
性
が
で
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
モ
ノ
づ
く
り

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
中
で
、

ま
た
現
実
と
の
折
り
合
い
の

中
で
適
度
に
割
り
切
り
な
が

ら
つ
く
り
出
す
の
が
主
流
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
ご
ろ

は
サ
イ
エ
ン
ス
の
発
想
を
可

能
な
限
り
追
究
し
、
さ
ら
に

製
品
を
こ
え
て
商
品
と
し
て

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
も
追
求
す
る
、
い
わ
ば
学

際
思
考
の
モ
ノ
づ
く
り
部
品

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
み
ら
れ

る
。

　
そ
の
一
方
で
、
部
品
の
基

本
と
も
い
え
る
構
造
・
機
能

の
徹
底
追
求
が
行
わ
れ
、
そ

の
す
ご
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
モ

ノ
づ
く
り
部
品
も
み
ら
れ

る
。
ま
さ
に
二
極
化
へ
の
動

き
を
強
く
感
ず
る
。

　
さ
て
、
自
動
車
分
野
の
部

品
は
「
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会

議
　
共
同
議
長
賞
」
に
、
デ

ン
ソ
ー
の
「
自
動
車
エ
ン
ジ

ン
冷
却
用
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

Ｇ
Ｓ
Ｒ

」
が
そ
の
栄
誉

に
輝
い
た
。
熱
交
換
の
高
性

能
を
確
保
す
る
薄
肉
・
高
強

度
フ
ィ
ン
材
の
開
発
と
合
理

的
な
成
形
製
法
、
高
度
な
風

流
れ
に
よ
る
熱
伝
達
の
向
上

な
ど
、
そ
の
小
型
・
軽
量
化

と
環
境
対
応
は
世
界
に
冠
た

る
モ
ノ
づ
く
り
と
し
て
評
価

さ
れ
よ
う
。

　
自
動
車
部
品
賞
は
４
件
が

そ
の
栄
誉
に
輝
い
た
。
小
島

プ
レ
ス
工
業
の
「
電
池
パ
ッ

ク
モ
ジ
ュ
ー
ル
内
蔵
コ
ン
ソ

ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
」
は
、
車
両

の
基
本
構
造
を
ベ
ー
ス
に
高

機
能
の
追
求
と
限
定
空
間
活

用
、
軽
量
化
と
コ
ス
ト
削

減
、
乗
員
と
電
池
の
衝
突
安

全
性
向
上
な
ど
の
最
適
設
計

が
評
価
さ
れ
る
。

　
市
光
工
業
の
「
電
気
自
動

車
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ
」
は
、
長
寿
命
確
保
の
た

め
放
熱
量
お
よ
び
配
光
最
適

化
設
計
、
消
費
電
力
低
減
設

計
な
ど
基
本
的
条
件
を
追

求
、
デ
ザ
イ
ン
の
自
由
度
を

も
た
ら
す
配
光
制
御
を
可
能

と
し
、
照
明
性
能
・
軽
量
化

・
環
境
負
荷
対
応
な
ど
最
高

レ
ベ
ル
の
性
能
を
実
現
し
て

い
る
。

　
日
野
自
動
車
の
「
大
型
商

用
車
用
高
性
能
コ
ン
パ
ク
ト

な
排
出
ガ
ス
浄
化
シ
ス
テ

ム
」
は
、
独
創
的
な
浄
化
協

調
制
御
な
ど
を
駆
使
し
て
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
ト
レ

ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
窒

素
酸
化
物
と
微
粒
子
、
そ
し

て
二
酸
化
炭
素
を
低
減
、
燃

費
改
善
の
軽
量
・
小
型
化
な

ど
環
境
負
荷
の
改
善
と
地
球

温
暖
化
防
止
へ
の
貢
献
は
誠

に
大
で
あ
る
。

　
太
平
洋
工
業
の
「
燃
費
向

上
２
槽
式
オ
イ
ル
パ
ン
」

は
、
エ
ン
ジ
ン
の
オ
イ
ル
パ

ン
の
役
割
・
機
能
を
最
大
限

に
生
か
す
構
造
を
追
求
し
て

い
る
。
エ
ン
ジ
ン
の
オ
イ
ル

温
度
制
御
と
油
量
制
御
を
二

層
構
造
に
よ
り
実
現
し
た
そ

の
発
想
と
徹
底
し
た
そ
の
技

術
は
、
世
界
初
の
意
義
深
い

モ
ノ
づ
く
り
と
し
て
評
価
さ

れ
る
。
構
造
・
機
能
の
原
点

に
徹
す
る
モ
ノ
づ
く
り
、
そ

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
先
進
の
学

術
を
統
合
す
る
学
際
思
考
の

モ
ノ
づ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
へ

の
期
待
は
大
き
い
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １１月２８日 水曜日 　　


